
             

日
時 
令
和
四
年
二
月
二
十
三
日
（
水
・
祝
）
十
四
時
開
演 

会
場 
石
橋
文
化
ホ
ー
ル 

 

主
催 

久
留
米
市 

共
催 

公
益
財
団
法
人 
久
留
米
文
化
振
興
会 



 
 



 
 

ご 

挨 

拶 

久
留
米
市
長  

 

原
口 

新
五 

 
 

 

本
日
は
、「
箏
曲
の
ふ
る
さ
と
久
留
米 

春
を
彩
る
邦
楽
の
し
ら
べ
」
の
演
奏
会
へ
、
よ
う
こ
そ
お
越
し
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
本
演
奏
会
は
、
近
代
箏
曲
の
源
流
で
あ
る
「
筑
紫
箏
」
を
編
み
出
し
た
善
導
寺
の
僧
・
諸
田
賢
順
を
顕
彰
す
る
と

と
も
に
、
箏
曲
発
祥
の
地
で
あ
る
大
本
山
善
導
寺
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
事
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
ご
支

援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
大
本
山
善
導
寺
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
方
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
文
化
芸
術
の
分
野
に
お
い
て
公
演
の
中
止
・
延
期
が
続
く

な
ど
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
皆
様
に
邦
楽
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
本
演
奏
会
で

は
必
要
な
感
染
対
策
を
講
じ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
を
行
う
な
ど
の
新
た
な
取
り
組
み
を
検
討
し
、
開
催
に
至
り
ま
し
た
。 

本
日
は
、
地
元
の
久
留
米
三
曲
協
会
の
皆
様
を
は
じ
め
、
昨
年
の
賢
順
記
念
全
国
箏
曲
祭
で
銀
賞
を
受
賞
さ
れ
た 

林
正
典
氏
、
邦
楽
演
奏
家
と
し
て
国
内
外
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
く
る
め
ふ
る
さ
と
大
使
の
川
瀬
露
秋
氏
、
さ
ら
に 

本
演
奏
会
の
企
画
に
も
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
、
特
別
出
演
の
藤
井
泰
和
氏
と
、
多
彩
な
演
奏
家
の
皆
様
が
ご
出
演
さ

れ
ま
す
。
箏
や
尺
八
、
三
絃
の
美
し
い
音
色
を
、
ど
う
ぞ
心
ゆ
く
ま
で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。 

本
市
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
、
邦
楽
の
振
興
並
び
に
音
楽
の
力
を
活
か
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
本
日
ご
出
演
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
方
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
・
ご
発
展
を

心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



     

《
特
別
出
演
者
》 

 

《
出
演
者
》 

川
瀬 

露
秋
（
く
る
め
ふ
る
さ
と
大
使
） 

 

藤
井 

泰
和 

     

 

久
留
米
三
曲
協
会 

上
津
原 

鈴
々 

林 

正
典 

銀
明
会
九
州
支
部
有
志
会
員



 

曲 

目 

  黒
田
節
に
よ
る
幻
想
曲 

 
秋
風
の
曲 
 

 

玉
川 

 

 

融 
 

 

  



 

 
黒
田
節
に
よ
る
幻
想
曲 

 
 

 
 

（
沢
井 

忠
夫 

作
曲
） 
 

箏
独
奏  

 
   

田  

中 
 

惠 

美 

子 

一 

箏 
 
 
   

江  

崎 
 

多 

代 

子 

箏
本
手   

岩 
 

村  

雅
楽
芙
姫 

箏
本
手   

河 
 

津  

喜 

美 

子 

箏
本
手   

平 
 

田  

千 

代 

香 

箏
本
手   

山 
 

諸  

雅
楽
秀
芙

田  

中  

登 

代 

子 

二 

箏    
  

 

合  

屋 
 

小 

代 

子 

箏
替
手  

 

永  

瀬  

真 

由 

美 

箏
替
手  

 

清  

水  

レ 

イ 

子 

箏
替
手  

 

塚  

本  

美 

代 

子 

十
七
絃
箏 

 
 

江  

頭 
 

雅
楽
芙
秀 

 

三  

枝  

裕  
 

子 

川  

野  

雅
楽
芙
莉 

尺 

八  
  

   

猿 

渡  

怜 
 

山 

尺
八  

   
 

渡  

辺  

崋 
 

山 

宮  

地  

牙 
 

山 

   



 

〔
解
説
〕 

 
黒
田
節
は
、
元
来
、
九
州
福
岡
の
旧
黒
田
藩
士
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
昭
和
三
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
よ
り

「
筑
前
今
様
」
と
い
う
題
で
紹
介
さ
れ
、
翌
年
「
黒
田
節
」
と
改
題
し
た
と
こ
ろ
、
俄
然
、
全
国
に
広
ま
り
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
、
室
内
協
奏
曲
的
な
変
奏
曲
形
式
を
と
り
、
新
日
本
音
楽
時
代
の
華
や
い
だ
雰
囲
気
を
頭
に
描
き
つ
つ
、
合
奏
曲

に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

    

秋
風
の
曲 

 
 

（
光
崎
検
校 

作
曲 

 

蒔
田
雁
門 

作
詞
） 

 

箏 
 

 
 
 

林 
 

 

正 

典 

 

〔
歌
詞
〕 

 

〽
求
む
れ
ど
得
難
き
は 

色
に
な
ん
あ
り
け
る 

さ
り
と
て
は
楊
家
の
め
こ
そ 

妙
な
る
も
の
ぞ
か
し 

雲
の
び
ん
づ
ら 

花
の
顔 

げ
に
海
棠
の
ね
む
り
と
や 
大
君
の
は
な
れ
も
や
ら
で 

眺
め
あ
か
し
ぬ 

碧
の
花
の 

行
き
つ
戻
り
つ 

い
か
に
せ
ん 

今
日
九
重
に 
引
き
換
え
て 

旅
寝
の
空
の
秋
風 

み
ど
り 

よ
う
か 

か
い
ど
う 
お
お
き
み 



 

霓
装
羽
衣
の
仙
楽
も  

馬
嵬
の
夕
べ
に 

蹄
の
塵
を
吹
く 

風
の
音
の
み
残
る
悲
し
さ 

西
の
宮 

南
の
園
は
秋
草
の
露
し
げ
く 

落
つ
る
木
の
葉
の
き
ざ
は
し
に  

積
れ
ど
誰
か
は
ら
は
ん 

鴛
鴦
の
瓦
は 

霜
の
花
匂
ふ
ら
し 

翡
翠
の
ふ
す
ま 

ひ
と
り
き
て  

な
ど
か
夢
を
結
ば
ん 

 

〔
解
説
〕 

 

白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
か
ら
内
容
を
借
用
し
、
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
悲
劇
を
歌
っ
た
曲
で
す
。
歌
は
飾
り
気
の
な
い
簡
素
な
箏
の
音

に
乗
っ
て
、
は
っ
き
り
明
確
な
節
付
け
で
作
曲
さ
れ
て
お
り
、
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
内
容
を
淡
々
と
表
現
し
た
名
曲
で
す
。 

調
弦
は
、
三
橋
検
校
考
案
の
秋
風
調
子
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

歌
に
先
立
ち
、
段
物
を
意
識
し
て
作
ら
れ
た
六
段
構
成
の
長
い
前
弾
き
が
あ
り
、
段
物
と
同
じ
拍
数
で
作
曲
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

歌
が
付
く
と
こ
ろ
か
ら
は
、
組
歌
を
意
識
し
た
作
曲
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

       

げ
い
し
ょ
う
い 

ば
か
い 

ひ
づ
め 

え
ん
お
う 

ひ
す
い 

せ
ん
が
く 

こ 

つ 



 

 
玉
川 

 
 

 
 

 

（国
山
勾
当 

作
曲 

穂
積
頼
母 

作
詞
）  

 
 
 

三
絃
替
手 

 
  

藤 

井  

泰 

和 

三
絃
本
手 

 
  

司 

城  

静 

子 

松 

野 

孝 

子 

胡 

弓 
  

   

川 

瀬  

露 

秋  

〔
歌
詞
〕 

 

〽
山
城
の 

井
出
や
見
ま
し
と
駒
止
め
て 

な
ほ
水
飼
は
ん
山
吹
の 

花
の
露
そ
ふ
春
も
暮
れ 

夏
来
に
け
ら
し
見
渡
せ
ば 

浪
の
柵
か
け
て
け
り 

卯
の
花
咲
け
る
津
の
国
の 

 

里
に
月
日
を
送
る
間
に 

い
つ
し
か
秋
に
近
江
な
る 

野
路
に
は
人
の
明
日
も
来
ん 

今
を
盛
り
の
萩
越
え
て 

色
な
る
浪
に
や
ど
り
に
し 
月
の
御
空
の
冬
ふ
か
み 

雪
気
催
ほ
す
夕
ざ
れ
ば 

汐
風
越
し
て
陸
奥
の 

野
田
に
千
鳥
の 

声
淋
し
ゆ
か
し 

名
だ
た
る
武
蔵
野
に
晒
す 

つ
き
ひ か 

し
が
ら
み 

あ
ふ
み 

み
そ
ら 

み
ち
の
く 

さ
ら 



 

（
手
事
） 

〽
さ
ら
す
手
づ
く
り
さ
ら
さ
ら
に 

昔
の
人
の
恋
し
さ
に 

今
は
た
そ
ひ
て
奥
山
の 

 
そ
の
流
れ
を
ば
忘
れ
て
も 

汲
み
や
し
つ
ら
ん
旅
人
の 

高
野
の
奥
の
水
ま
で
も 

名
に
流
れ
た
る 

六
つ
の
玉
川 

 

〔
解
説
〕 

 

玉
川
と
は
川
の
名
で
、
玉
の
よ
う
に
綺
麗
な
川
と
い
う
意
味
で
す
。
全
国
に
こ
の
名
を
持
つ
川
は
多
く
、
歌
枕
で
有
名
な
玉

川
を
詠
ん
だ
和
歌
六
首
を
、
四
季
の
順
に
山
城
（
京
都
府
）、
摂
津
（
大
阪
府
）、
近
江
（
滋
賀
県
）、
陸
奥
（
宮
城
県
）、
武

蔵
（
東
京
都
と
神
奈
川
県
の
境
）
、
紀
伊
（
和
歌
山
）
と
引
用
し
て
い
ま
す
。 

 

歌
集
な
ど
の
部
立
て
に
倣
い
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
雑
の
よ
う
な
順
番
に
並
べ
、
四
季
に
配
し
、
手
事
部
で
「
さ
ら
し
」
を

描
写
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
度
は
、
九
州
系
の
特
徴
で
あ
る
三
絃
同
士
の
本
手
・
替
手
に
、
胡
弓
を
加
え
た
形
で
演
奏
し
ま
す
。
な
お
、
数
あ
る
地

歌
曲
の
中
で
も
、
三
難
替
手
の
ひ
と
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
超
絶
技
巧
の
替
手
が
入
り
ま
す
。 

 

   

た
か
の 



 

 
融 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 

（
石
川
勾
当 

作
曲
） 

 

箏 
 

 
 

  

川 

瀬 

露 

秋 

三 

絃 
 
 

 
 

藤 

井 

泰 

和 

三
絃
本
手 

    

尾

田 

桂

子 

尺 

八 
 

 
  

上
津
原 

鈴 

々 

 

〔
歌
詞
〕 

 

〽
あ
の
籬
が
島
の
松
陰
に 

明
月
に
舟
を
浮
か
べ 

月
宮
殿
の
白
衣
の
袖
も 

三
五
夜
中
の
新
月
の
色 

千
重
振
る
や 

雪
を
廻
ら
す
雲
の
袖 

さ
す
や
桂
の
枝
々
に 

光
を
花
と
散
ら
す
粧
ひ 

こ
こ
に
も
名
に
立
つ
白
河
の 

波
の 

あ
ら
面
白
や
曲
水
の
盃 

う
け
た
り
う
け
た
り
遊
舞
の
袖 

（
手
事
） 

 

よ
そ
ほ 

げ
っ
き
ゅ
う
で
ん 

は
く
え 

ま
が
き 

ま
つ
か
げ 

め
い
げ
つ 

さ
ん
ご
や
ち
ゅ
う 

め
ぐ 

お
も
し
ろ 

き
ょ
く
す
い 

ゆ
う
ぶ 



 

〽
あ
ら
面
白
の
遊
楽
や 

そ
も
明
月
の
そ
の
中
に 

ま
だ
初
月
の
宵
々
に 

影
も
姿
も
少
な
き
は 

 

如
何
な
る
謂
は
れ
な
る
ら
ん 

そ
れ
は
西
岫
に 

入
り
日
の
未
だ
近
け
れ
ば 

 
そ
の
影
に
隠
さ
る
る 

た
と
え
ば 

月
の
あ
る
夜
は 

星
の
薄
き
が
ご
と
く
な
り 

 

青
陽
の
春
の
始
め
に
は 

霞
む
夕
べ
の
遠
山 

眉
墨
の
色
に
三
日
月
の 

影
を
舟
に
も
た
と
へ
た
り 

 

ま
た
水
中
の
遊
魚
は 
釣
り
糸
と
も
疑
ふ 

雲
上
の
飛
鳥
は 

弓
の
影
と
も
驚
く 

 

一
輪
も
降
ら
ず 

万
水
も
昇
ら
ず 

鳥
は
地
辺
の
樹
に
宿
し 

魚
は
月
下
の
波
に
伏
す 

聞
く
と
も
飽
か
じ
秋
の
夜
の 

鳥
も
鳴
き 

（
手
事
） 

〽
鐘
も
聞
こ
え
て 

月
も
は
や
影
傾
き
て
明
け
方
の 
雲
と
な
り
雨
と
な
る 

そ
の
光
陰
に
誘
は
れ
て 

月
の
都
に 

入
り
給
ふ
粧
ひ 

あ
ら
名
残
惜
し
の
面
影
や 

 
 

 

 

く
だ 

は
つ
づ
き 

し
ゅ
く 

あ 

ゆ
う
ら
く 

い
か 

さ
い
し
ゅ
う 

よ 

せ
い
よ
う 

ま
ゆ
ず
み 

い
ふ
ぎ
ょ 

う
た
ご 

ひ
ち
ょ
う 

ち
へ
ん 

き 

う
お 

げ
っ
か 



 

〔
解
説
〕 

 

こ
の
曲
は
、
石
川
勾
当
が
江
戸
時
代
中
期
に
作
曲
し
、
「
石
川
三
つ
物
」
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

謡
曲
の
世
阿
弥
の
傑
作
と
言
わ
れ
る
「
融
」
か
ら
歌
詞
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
河
原
左
大
臣
源
融
が
風
雅
を
尽
く
し
た
塩
釜

の
廃
墟
を
描
き
、
融
の
亡
霊
が
遊
舞
の
袖
を
翻
し
、
夜
明
け
と
と
も
に
去
っ
て
い
く
と
い
う
内
容
で
す
。 

 

全
曲
を
通
じ
て
、
月
の
幻
想
的
な
情
景
が
展
開
さ
れ
、
河
原
左
大
臣
源
融
は
源
氏
物
語
の
光
源
氏
の
モ
デ
ル
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
九
州
系
地
歌
の
中
で
も
、
最
も
難
曲
か
つ
格
式
高
い
曲
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

本
日
は
、
箏
と
三
絃
、
尺
八
の
典
型
的
な
三
曲
合
奏
で
演
奏
し
ま
す
。 

         



 

《
特
別
出
演
者
》 

藤
井 
泰
和
（
ふ
じ
い 

ひ
ろ
か
ず
） 

 

幼
少
よ
り
祖
母
阿
部
桂
子
、
母
藤
井
久
仁
江
（
人
間
国
宝
）
に
箏
と
三

絃
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。 

東
京
藝
術
大
学
卒
業
。
同
大
学
院
修
了
。 

一
九
八
六
年 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
邦
楽
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
合
格
。
八
十
九
年 

フ
ラ

メ
ン
コ
舞
踊
家
小
松
原
庸
子
氏
と
ス
ペ
イ
ン
マ
ド
リ
ー
ド
に
て
共
演
。 

九
十
年 

ス
ペ
イ
ン
セ
ビ
リ
ア
よ
り
国
際
弦
楽
器
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

招
待
さ
れ
る
。
二
〇
〇
〇
・
〇
一
年 
坂
東
玉
三
郎
特
別
公
演
に
全
国

各
地
で
出
演
。 

二
〇
〇
六
年 

銀
明
会
三
代
目
家
元
を
襲
名
。
同
年
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

千
住
真
理
子
氏
と
「
春
の
海
」
を
共
演
。
十
一
年
、
日
・
独
交
流
百
五

十
周
年
記
念
行
事
で
「
藤
井
泰
和
地
歌
公
演
」
を
ド
イ
ツ
各
地
で
開

催
。
〇
四
年 

シ
ア
ト
ル
に
て
「
藤
井
泰
和 

地
歌
公
演
」
を
開
催
。 

そ
の
他
自
身
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
毎
年
開
催
、
ラ
イ
ブ
活
動
や
国
内
外
で

の
演
奏
活
動
、
Ｔ
Ｖ
、
Ｆ
Ｍ
放
送
、
Ｃ
Ｄ
録
音
、
舞
踊
地
方
な
ど
で
高

い
評
価
を
受
け
る
ほ
か
、
各
地
の
稽
古
場
で
後
進
の
指
導
に
当
た
っ
て

い
る
。 

こ
れ
ま
で
、
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
久
留
米
座
で
開
催
さ
れ
た
「
川
瀬

露
秋
プ
レ
ゼ
ン
ツ 

邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
、「
春
を
彩
る
邦
楽
の
し
ら

べ
」
に
出
演
、
企
画
に
も
携
わ
る
。 

   

  

 

福
岡
県
知
事
賞
、
文
化
庁
芸
術
祭
新
人
賞
・
同
優
秀
賞
受
賞
。
芸
術
選

奨
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
。
紫
綬
褒
章
受
章
。 

（
公
社
）
日
本
三
曲
協
会
常
任
理
事
、
生
田
流
協
会
常
任
理
事
、
目
黒

区
邦
楽
連
盟
副
会
長
、
二
十
一
世
紀
邦
楽
の
会
顧
問
、
東
京
藝
術
大
学

講
師
歴
任
、
銀
明
会
会
長 

Ｃ
Ｄ
制
作
「
藤
井
泰
和
の
三
弦
」（
作
品
Ⅰ
、
Ⅱ
）「
藤
井
泰
和
の
松
浦

四
つ
物
」「
松
・
こ
と
ほ
ぐ
」 

ほ
か 

                



 

 
《
出
演
者
》 

川
瀬 
露
秋
（
か
わ
せ 

ろ
し
ゅ
う
）
／
く
る
め
ふ
る
さ
と
大
使 

 
 

 

久
留
米
市
出
身
。  

七
歳
よ
り
箏
・
三
絃
を
三
原
幽
香
に
師
事
。 

十
五
歳
よ
り
生
田
流
筝
曲
白
秋
会
家
元
川
瀬
白
秋
の
内
弟
子
と
し
て
箏
、

三
絃
、
胡
弓
を
学
ぶ
。
同
時
に
九
州
系
地
歌
三
絃
を
井
上
道
子
に
師
事
。 

昭
和
六
十
二
年
『
白
秋
会
二
十
五
周
年
記
念
演
奏
会
』(

国
立
小
劇
場)

に

て｢

三
曲
糸
の
調｣

を
演
奏
、
小
林
露
秋
の
名
を
許
さ
れ
る
。
平
成
二
十
一

年
、
川
瀬
白
秋
の
養
女
と
な
り
、
平
成
二
十
三
年
、『
白
秋
会
五
十
周
年

記
念
演
奏
会
』(

国
立
小
劇
場)

に
て｢
阿
古
屋｣

を
演
奏
、
川
瀬
露
秋
改
名

披
露
。 

平
成
二
十
六
年
、
公
益
財
団
法
人
日
本
文
化
藝
術
財
団
『
創
造
す
る
伝

統
賞
』
受
賞
。
平
成
二
十
七
年
、『
く
る
め
ふ
る
さ
と
大
使
就
任
』、
同
十

月
『
第
一
回
川
瀬
露
秋
の
会
』
を
開
催
。 

平
成
二
十
八
年
、『
明
日
を
担
う
新
進
舞
踊
・
邦
楽
鑑
賞
会
』
に｢

吾
妻
獅

子｣

を
胡
弓
で
出
演
。
同
年
『
第
二
十
回
公
益
財
団
法
人
日
本
伝
統
文
化

振
興
財
団
賞
』
受
賞
。 

平
成
二
十
九
年
、
ア
メ
リ
カ
・
モ
デ
ス
ト
市
と
の
姉
妹
都
市
締
結
二
十

五
周
年
を
記
念
し
、
市
長
と
と
も
に
久
留
米
市
よ
り
派
遣
さ
れ
、
文
化

交
流
と
し
て
箏
や
三
絃
を
披
露
。 

こ
れ
ま
で
、
久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
久
留
米
座
で
開
催
さ
れ
た
「
川
瀬

露
秋
プ
レ
ゼ
ン
ツ 

邦
楽
コ
ン
サ
ー
ト
」
や
、
善
導
寺
で
開
催
さ
れ
た
「
春

を
彩
る
邦
楽
の
し
ら
べ
」
に
出
演
。 

 

    

現
在
、
九
州
系
地
歌
を
藤
井
泰
和
に
師
事
し
、
三
曲
界
と
共
に
舞
踊
の

地
方
、
歌
舞
伎
音
楽(

箏
、
三
絃
、
胡
弓)

の
演
奏
、
編
曲
、
三
曲
指
導
、

後
見
に
携
わ
り
、
国
内
外
に
て
演
奏
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

令
和
元
年
、
第
三
十
九
回
伝
統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
奨
励
賞
を
受
賞
。 

日
本
三
曲
協
会
理
事
、
生
田
流
協
会
理
事
、
国
立
劇
場
養
成
課(

竹
本)

講

師
、
白
秋
会
代
表 

                 



 

 
久
留
米
三
曲
協
会 

久
留
米
三
曲
協
会
は
、
箏
・
三
絃
・尺
八
の
普
及
向
上
と
久
留
米
の
文
化
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
創
立
さ
れ
、
現
在
、
久
留
米
市
を
中
心
と
し

た
十
三
社
中
が
活
躍
し
て
い
る
。 

毎
年
、
秋
に
開
催
す
る
定
期
演
奏
会
は
、
令
和
三
年
で
五
十
六
回
を
迎
え

た
。
古
典
曲
か
ら
現
代
曲
ま
で
、
お
客
様
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
、
ま
た
、
心

豊
か
な
時
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
会
員
一
同
精
進
し
て
い
る
。 

  

        

 

 

林 

正
典 

佐
賀
県
武
雄
市
出
身 

六
歳
よ
り
箏
、
十
二
歳
で
三
味
線
を
母
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。 

第
三
回
利
根
英
法
邦
楽
コ
ン
ク
ー
ル
～
古
典
～
奨
励
賞
受
賞
。
第
六
回
利

根
英
法
コ
ン
ク
ー
ル
〜
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
〜
奨
励
賞
受
賞
。
第
六
十
回
佐
賀
県

新
人
演
奏
会
に
て
最
高
賞
の
佐
賀
県
新
人
奨
励
賞
受
賞
。 

平
成
二
十
九
年
「藝
大
生
に
よ
る
木
曜
コ
ン
サ
ー
ト
」で
は
十
七
絃
の
ソ
リ
ス

ト
を
務
め
る
。
令
和
三
年
度
、
第
二
十
八
回
賢
順
記
念
全
国
箏
曲
コ
ン
ク
ー

ル
に
て
銀
賞
受
賞
。 

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
邦
楽
科
箏
曲
生
田
流
専
攻
卒
業
。
同
大
学
院

修
士
課
程
修
了
。 

現
在
、
深
海
さ
と
み
、
山
口
典
江
の
各
師
に
師
事
。
宮
城
社
師
範
、
森
の
会
、

同
声
会
、
千
種
会
会
員 

     

     



 

                          



 

 

近世箏曲の源流である「筑紫箏」を作り出した善導寺の僧 諸田賢順 

 

箏曲の創始者として高名な鎮西大本山・善導寺の僧・賢順
けんじゅん

（1534～1623）は、少年の頃から 

中国の七絃琴や善導寺の寺社楽を修め、筑紫箏
つ く し ご と

を編み出しました。 

その後、高弟の一人である法水
ほっすい

が江戸へ行き、三絃の名手である八橋検校
やつはしけんぎょう

にこの筑紫箏を 

伝授しました。 

八橋検校は、これをさらに改調編曲して今日の生田流・山田流に受け継がれ、善導寺は 

「箏曲発祥の地」、久留米市は「箏曲のふるさと」と言われています。 

 

浄土宗大本山善導寺（久留米市善導寺町） 

「箏曲発祥の地」記念碑（善導寺境内） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主 催  久留米市 

共 催  公益財団法人 久留米文化振興会 

企 画  藤井 泰和 

構 成  公益財団法人 久留米文化振興会 

協 力  川瀬 露秋（くるめふるさと大使）、久留米三曲協会、大本山善導寺 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


